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多孔性材料 Fe205
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ナノ空間と触媒

小さな(ナノサイズの)空間で出来ることは？
・物質/エネルギーを貯蔵・濃縮する
・有害物質を閉じ込める
・分子を(大きさ/化学特性)で選別する
・反応サイトを空間内に固定する
・空間選択的な反応を行う

ナノ空間での反応(反応点/選択性)をデザイン
真に使える多孔性材料を創製

特異な
反応場

特異な
吸着場

小倉研究室では、ナノ多孔性材料を用いて、
環境・資源・エネルギー問題の解決を目指している

1 μm
(=0.001 mm)

10 mm 1 nm
(=0.001 μm)

環境触媒・材料化学

当研究室の取り組み

NOx除去 → SCR
NOx濃縮 → 選択的吸着

NOx, PM

資源転換に向けた
ナノ多孔性触媒・反応の開発

CH4, CO2,
MeOH, C2H4
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Nat.
Res. Cat. CH4CO2C1Zeo.

窒素に着目した
環境汚染物質除去・資源化

Envi. Cat. NOxZeo.
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ナノ空間を利用した
選択的吸着・ガス貯蔵・エネルギー回収
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吸脱着

・吸脱着プロセスでの熱の制御
・相変化物質(PCM)による

潜熱を利用した畜熱・放熱
・相互作用を利用した選択的分離

Meso.
Silica
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